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望月家旧蔵 絵画資料「平安百景図」模本について 
田島 菜摘 
 
【抄録】 
 京都市立芸術大学芸術資料館が所蔵する絵画資料「平安百景図」模本は，望月玉泉筆「平安百景図」
を弟子達が模写したものである。「平安百景図」の本画は確認されている作例がわずかであるため，
本資料によって約 7割の図様が明らかとなる。明治以前から歴史のある名勝だけでなく維新後の新し
い名勝が選ばれ，俯瞰・眺望する構図とその名勝に適した季節表現やモチーフで描かれた。また，「平
安百景図」制作には，画家本人を含む京都復興を願う人々の思いが反映されていることも読み取れる。 
                                              
1．はじめに 
 
望月玉泉（1834－1913）は，江戸後期から大正初期にかけて活躍した画家である。父・玉川の子と
して京都に生まれ，初代・玉蟾（1673－1755）より始まる望月派を継いだ。菊亭家に仕え諸国を遊歴
し，また安政 2 年の内裏造営，慶応 3 年の明治天皇即位に際し御用画をつとめた。明治 11 年幸野楳
嶺（1844－1895）とともに京都府画学校の設立を建議し，同 13 年同校東宗の副教員となった（～同
22 年）。女学校および盲唖院の教諭も兼ね、印刷局、博物局の依頼で正倉院御物を写生した。同 15
年第 1回内国絵画共進会で絵事功労褒状を受け、同 22年パリ万博、同 26年シカゴ万博でも受賞した。
同 37年には帝室技芸員となった。 
玉泉が本学の前身である京都府画学校の教員を務めていた明治 20 年，「平安百景図」という全百
幅の作品群を制作する構想を発表した。それは，千年の帝都である京都の名勝百景を選りすぐって作
品とするものだった。賛同する 50名の会員を募り，同 21年から 24年のおよそ 3年間をかけ制作し，
一人につき 2幅の作品が頒布された。しかし，確認されている作例はわずかで，その全容は知られて
いない。 
当館は，望月家に旧蔵されていた絵画資料「平安百景図」粉本を収蔵している。これは，望月派の
画塾・資清館がもともと管理していたもので，塾生たちの手による「平安百景図」模本が含まれてい
る。本稿では，この模本や望月家蔵の「平安百景会員名簿」を紹介し，また明治 10年代から 20年代
にかけて活発化した「京都策」をめぐる議論にふれ，「平安百景図」がどのような作品群であったの
かを考察する。 
 
2．「平安百景図」とは 
 
 「平安百景図」については，島田康寛「望月玉泉の「平安百景図」について」1，植田彩芳子「望
月玉泉の「平安百景図」考～京都百景の試みの一例として～」2 が平安百景会発足から現存作品の紹
介まで詳しく述べている。 
 玉泉は，本学の前身にあたる京都府画学校で教員を務めていた明治 20 年 12 月 4 日，知恩院におい
て「平安百景会」を発足した。発足に至る経緯や運営の方法など，『絵画叢誌』第 11 巻の「平安百景
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会再報（続）」に以下のようにある 3。 
   
  緒言 勝景奇区ノ観ハ人ノ精神ヲ活発ニシ名祠古梵ハ人ノ性情ヲ感覚セシム故ニ達人ハ直ニ探
討スルアリ是ヲ画図ニ求メ臥遊観ニ適ヲ取ルアリ其快楽ヲ得ルハ一也抑吾平安城ハ千年帝王ノ
居山水秀霊奇観無量ナリ然レドモ其真景ヲ精撰ノ画図ト成シ之ヲ集成スルヲ聞カズ遺憾ト謂フ
ベシ余自佳景一百図ヲ撰ビ勉メテ天下ニ存ゼントス故ニ雅尚ノ諸君賛成スル所アラバ加会アラ
ン事ヲ希望ス 
方法ノ略 〇会旨ハ山城州之名勝百景ヲ撰ビ画ク也本月ニ始リ二十二年十月マデ二十四ヶ月ヲ
以テ全ク成ルモノトス 〇会員ハ五十名ト定ム一員二十四ヶ月間毎月金五十銭収入シ即絹紙彩
具等ノ費用ニ充ツ 〇百景会収入金ハ領収書ヲ呈スルモノトス 〇毎月絵ク所ノ双幅 絹本尺五
寸 堅四尺 装潢シ函ニ入レ以テ会員ニ頒チ贈ル其順次ハ初会ニ於テ定ム 〇百景図ヲ精撰シ目
録ヲ出シ会員ノ好ムニ応ジ絵クベシ但録外ニテモ求ニ応ズルコトアルベシ依テ前月ニ報知アラ
ンコトヲ請フ 〇百景図成ルノ日ハ悉ク集メ之ヲ印刷上梓シ以テ各蔵家ノ名ヲ記載シ会員ニ頒
ツベシ是佳景世ニ伝フルノ本旨タリ 〇初会及終会ノ日ハ書画ヲ集陳シ併セテ琴碁書画場ヲ設
ケテ会員終日ノ清娯ニ供ス 
 
玉泉は，京都は千年の帝都であり，山水秀麗，奇観無量であるものの，その“真景”を選りすぐって
作品とし，集成した例がないことを遺憾に思っていた。そこで，玉泉自ら佳景を選んで百図を制作し，
雅尚の人々の賛成を得て平安百景会を開催するに至った。山城国の名勝から百景を選び，明治 20 年
11 月から 22 年 10 月までの 24 ヶ月で制作する予定であった。（しかし黒田譲「望月玉泉氏」『名家歴
訪録』上編（3）によれば，明治 21 年から 24 年までの 3 年の月日を要したという 4。）この会の会員
は 50 名と限定し，24 ヶ月間毎月一人 50 銭ずつ支払われる会費が制作の費用に充てられた。会員に
は、百図の目録の中から好みの佳景が描かれた尺 5 寸，竪 4 尺の双幅が頒布されるが，目録以外の佳
景でも前月までに申出があれば求めに応ずるとある。百図がすべて完成した際には、全図を掲載した
画譜の刊行が予定され、会員の名と所蔵作品が記載されることになっていた。しかし、現在その画譜
の詳細は明らかでない。また会の初会及び終会の日には，書画をならべ琴碁書画の場を設けて終日会
員の清娯に供するとしていた。同記事の末には，選び出された百図と予備の図の目録が付されている
5。 
現存する作例は，個人蔵《御幸橋之雨景・神泉苑之景》，京都府立京都学・歴彩館（旧京都府立総
合資料館）蔵《長岡春祠・深草秋梵図》，幸野楳嶺の落款がある京都国立博物館蔵《仙洞御苑春景図》，
長岡天満宮蔵《池畔驟雨図》などが報告されている。島田氏，植田氏が報告するように雑誌や新聞に
「平安百景図」にまつわる情報は掲載されているが，確認されている作例そのものはこのようにわず
かな数にとどまっている。 
 
3．望月家伝来「平安百景会員名簿」と絵画資料「平安百景図」粉本 
 
 「平安百景図」の全容をさぐる資料として，望月家蔵「平安百景会員名簿」と当館蔵 絵画資料「平
安百景図」粉本を紹介する。 
19 
 
 望月家蔵「平安百景会員名簿」（以下，名簿）には，会員 49名の氏名とそれぞれに頒布された百図
が記載されている（表 1）。百図は，「平安百景会再報（続）」目録に掲載通りのものだけでなく，削除
されたものや新たに加えられたものもあり，当初の百図の内容とは異なっている。祇園社や平等院，
金閣（鹿苑寺）や銀閣（慈照寺）など，都の歴史を物語る名勝から，牛尾山や莵道、木津川など山城
国から広く選択された名勝まで含まれている。また会員には、大丸の下村正太郎や高島屋の飯田新七、
三井銀行の三井高朗、松前屋の小嶋文右衛門、古美術商の林新助、本練絹糸商で『京都策』6を執筆
した兒島定七、初代下京区長の竹村藤兵衛、初代上京区長の杉浦利貞、医師の牧田文僊、木下熈、猪
子止戈之助、京都府土木課長の多田郁夫、土木技師の田邊朔郎、測量技手の細田信道らの土木技術者
など、当時の京都の商業や行政に関わる人物など有力者の名が見られる。 
絵画資料「平安百景図」粉本は，本画の模本，名勝の現地写生，手本をもとに描かれた練習画，小
下絵などがまくりの状態でまとめられ，望月家に旧蔵されていた。なかでも本画の模本は，玉泉の父・
玉川が開いた望月派の画塾・資清館の塾生たちが模写したものである。「平安百景図」の模本である
ことが裏書きされているものと、裏書きはないものの百景図の画題に共通しその寸法である尺 5寸（約
45㎝），竪 4尺（約 120㎝）に概ね一致するものとがあるが，名簿と照合するかたちで表 2にまとめ
た。また，裏書には百景の記載があるが，名簿には見られないものを表 3にまとめた。 
裏書きがあるものは 59図あり，そのうち 56図が名簿の図と一致する。また，裏書きがないものの
中で名簿の図と一致するのもは 20図あり，計 76図はその図の様相が明らかとなる。題名は，《仙洞
清望図》や《南禅過雨図》のように完全に同一のものから，粉本《赤山紅葉図》と名簿《赤山散楓図》
のようにほぼ近しい意味のもの，粉本《柳谷観音》と名簿《楊谷春色図》のように通称と寺名で表記
は異なるものの同一の名勝を示すものなど，それぞれ差異はあるものの図としては概ね一致すると考
えられる。しかし，表 3のように《熊野社大文字山》，《法輪寺之図》，《櫟谷之図》等は，「平安百景
図」であることを示す裏書きはあるが，名簿の題名との比較だけでは同一の図であるか判断しかねる。
これは，「平安百景会再報（続）」に掲載された「緒言」にもあるように目録以外に要望のあった名勝
を描いたと考えられる。 
 模写をした塾生たちについては，裏書きによれば13名の名前が確認できる。藤井玉欄（1872－1945），
望月玉溪（1875－1938），玉楼，玉遠，加藤一郎，内山玉壺，玉琴，竹聲，玉圓，玉潭，玉山，玉英，
也淮である。姓や資清館後の活動が不明な者が多いが，現在画歴が分かっているのは玉欄と玉溪の 2
名である。玉欄は福岡県に生まれ，京都に出て玉泉に画を学んだ 7。家業を継ぐため帰郷し，県立小
倉高等女学校，小倉高等小学校の図画教師となった。玉欄会を主催し，福岡各地で日本画の指導も行
った。北九州市の足立山妙見宮御祖神社に《和気清麻呂公》，《造化三神》が所蔵されている。玉溪は，
玉泉の子として京都に生まれた。本名重信（重蔵），別に玉禅と号し父に画を学んだ。明治 29年日本
絵画協会第 1回絵画共進会に《興津望岳真景》で二等褒状を受賞。日本美術協会会員､日本画会会員
として活躍､京都美術協会終身会員となった。 
  
4．明治の京都を描く 
 
 百図の模本は，名勝を俯瞰あるいは眺望する構図で，その名勝を表現するのに適したモチーフや季
節，時間，天候を選び描かれている。《仁和寺春桜》や《平野夜桜》，《永観堂楓興図》，《槇尾之秋面
図》，《赤山紅葉図》などは，桜や紅葉の名勝として描かれ，《御菩薩之池図》や《松ヶ崎之真景》に
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は名物のジュンサイを採る人物が描かれている。《洛西野々宮之図》や《洛南伏見観月橋之図》は，
月夜の名勝として表現されている。《洛西野々宮之図》は，かつて天皇の代理で伊勢神宮に仕える斎
王が伊勢行きの前に身を清めた聖地であったが，木々に覆われ細い月が浮かぶ様子は静謐な印象を与
える。《洛南伏見観月橋之図》の観月橋は，かつて豊臣秀吉が文禄 3年に伏見城築城後に架けた豊後
橋を再建し，秀吉の月見の逸話に因んでそう名付けられた。水気をたっぷりと含んだ墨で靄がかった
描写がなされ，月も朧げである。橋も左に進むにつれて靄に包まれてしまうが，まるで靄の先には秀
吉の月見の光景が広がるかのような雰囲気がある。 
模本全体を通してやや気になる点としては，神社などの建物を覆い隠すかのように木々が茂る構図
が多く見られる点である。《松之尾神社》や《城南神祠》，《今宮春景之図》など，鳥居から本殿の方
を見る構図になっているが，いずれも本殿は木々に覆われている。名勝の核となる神社などの建物を
分かりやすく描くのではなく，あえて参道からその方向を見る構図は，実際に名勝を訪れたかのよう
な臨場感がある。これは俯瞰・眺望構図であることも相まって，まさに真景であることを鑑賞者に印
象付け，作り込まれた景観ではないことを思わせる。 
また，江戸時代までの面影をのこす名勝を描くのみならず，「平安百景図」では明治ならではの名
勝も登場する。《仙洞清望図》は，仙洞御所の庭園風景を描いている。仙洞御所は，もとは上皇や法
皇の御所であったが，旧内侍所，御花御殿，対之屋御馬場などとともに明治 6年の第 2回京都博覧会
の会場として一般公開されており，新たな役割を与えられた。先述の《洛南伏見観月橋之図》も，明
治 6年に再建し観月橋と改名した後の図である。《鴨磧納涼之図》にみられる四条大橋は，明治 7年
鉄橋に架け替えられた。近世初頭から，四条河原では納涼床が夏の風物詩であったが，さらにそこに
は街灯が灯り，帽子を被って人力車に乗る人の姿や競馬の様子も描かれている。 
 《鴨磧納涼之図》に先行する四条大橋を描いた作品に，森寛斎《京新名所四季図》（二曲一双 京
都府立京都学・歴彩館（旧京都府立総合資料館）蔵）がある。この作品は，田島達也「描かれた明治
の名所」8にもあるように，「屛風の購入を通じて画家を経済的に支援する有志の組織」の屛風講で制
作されたもので，寛斎にとっては珍しい風俗画的作品である。右隻左扇には，鉄橋の四条大橋とその
下で納涼床を楽しむ人々が描かれている。右隻右扇には，円山公園内にできた人工鉱泉風呂・吉水温
泉，左隻には，明治 6年に開設された図書館の集書院と明治 3年に設立しその 3年後に移転した京都
府中学が描かれている。構図や技法は伝統的な様式を用いながらも，明治以降につくられた風景を画
題とするのは，屛風講の支援者の要望に添ったためとも考えられる。新しい時代の流れを受け入れ，
そこに希望を託そうとする当時の人々の思いが想像できる。 
 このように，「平安百景図」は明治以前から歴史のある名勝や，明治維新以後の新しい名勝がそれ
ぞれ描かれている。その名勝を描くのにふさわしい季節やモチーフを用いることで，鑑賞者の想像力
はかき立てられ，また各名勝に対する共通認識が強められている。あえて参道から神社を見る構図は，
今まさにその名勝にやってきたような臨場感があり，真景であることが鑑賞者に印象付けられていた。
明治維新後の名勝も取り入れられているのは，森寛斎《京新名所四季図》と同様に，新しい都の姿に
希望を見出す人々の思いが込められていることを意味する。百図の選択には，玉泉一人の意思だけで
なく，会員の好みや要望が反映されていることからもそう考えられる。 
 
5．「京都策」について 
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 植田氏は「平安百景図」について，東京奠都後に否定された京都の伝統を復活させ，平安文化論と
して生成，確立していった時代に「京都を捉え直そうとした意欲的な作品群」と論じている。本章で
は，同時期に京都で活発に議論された「京都策」を挙げ考察する。 
東京奠都により御所やその周囲の公家町が荒廃し，一方で西洋建築が建てられはじめ急激に都市の
近代化が進んだ京都では，近世までのまちの面影や活気が失われつつあった。京都を復興させるべく，
明治 10年代から 20年代にかけて当時の人々によって理想的なまちづくりを論じた「京都策」が提言
された。岸泰子「文化財の発見と近代京都のまちづくり」9では，さまざまな提言が出された「京都
策」のうち「近代化と同時に他都市にはない京都特有な要素として名所や美しい自然を揚げ、それを
中核としたまちづくりを目指すことを提言する」立場のものを紹介している。それらをまとめ，その
特徴として次の 4点が挙げられている。「帝都が強く意識されている点」，「（前略）京都復興のた
めの京都策として名所や旧跡（歴史的建造物も含む）の保存が提唱されている点」，「「一大遊園」
や「公園都市」という表現が用いられている点」，「文化財の保存だけでなく、それ以上に京都の自
然が「優美な山水美」として強調されている点」である。また同論文によれば，「京都策」において
「多くの人が観光を中心とした京都の復興策が最も有効である」と考えており，それを「支える重要
な資源として」名所や旧跡がとらえられていた。 
 京都は千年の帝都で優れた名所・旧跡が豊富にあり，復興のために保存・活用していくべきという
提言は，京都というまちの伝統や特性を再評価し，新しい時代の京都のあり方明示している。これは，
玉泉が帝都である京都の名勝を集め作品にした思いと通じるものがある。名勝を集め出版する例は，
近世以降京都に限らず枚挙に暇がないが，それは流通し消費されていくものだった。明治に入り、京
都の名勝を再評価する動きの中で，肉筆画の作品として京都の名勝を描くことは，特別な意味をもっ
ていただろう。しかも頒布会というかたちで多数の会員の賛同を得て制作されており，画家の独断で
はなく京都の有力者や知識人たちに共有されていた。「平安百景会」会員の兒島定七は，明治 22年
の『京都策』6の中でまさに名所・旧跡の保存を訴えている。「平安百景会」発足後の提言であるこ
とをみると，玉泉の活動が「京都策」をさらに盛り上げる一助となったとも考えられるが，京都復興
を願う人々の社会的な動きの中で「平安百景会」が発足したのは間違いないだろう。 
 
6．終わりに 
 
 望月玉泉は，「平安百景会」を発足し，京都の名勝百景を選りすぐって百図を制作した。百図は会
員 49名に頒布されたが，現在伝えられている作例はごくわずかな状況の中で，本稿ではその全体像
をさぐる会員名簿や模本を紹介した。名簿には百図の題名や会員名が記載され，模本によってその名
簿の百図のうち 76図が明らかとなった。明治以前の歴史のある名勝や維新後の新しい名勝など，明
治 20年頃の当時の京都の姿が描かれた。俯瞰・眺望する構図とその名勝に適した季節表現やモチー
フなどによって構成され，またあえて名勝の核となる建物は木々などで隠れてしまっても，それを取
り囲む景観を含めて作品にすることで，真景であることを印象付けていた。 
東京奠都によって伝統が否定され，急激に近代化しつつあった京都を復興させるべく人々が模索し
ていた時代，「平安百景図」の制作は，玉泉が画家の立場から京都復興を願った作品群といえる。当
時の商業や行政に関わる有力者たちが会員として名を連ねていたことも，「平安百景図」が新しい時
代の京都への期待や希望を託されていたことを示している。 
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表 1 
桂宮夏暁図 双林冬晩図 畑 道名 
禁苑早梅図 大沢晩楓図 下村 正太郎 
屏風巌初夏図 牛尾山中秋図 高山 捨吉 
御室春桜図  莵道秋葉図 冨田 半兵衛 
松ヶ崎池図 平等院図 野橋 作兵衛 
船岡挿秧図 鴨川暁霧図 多田 郁夫 
石峰石仏図 鷹領岩門図 矢野 長兵衛 
聖廟香雪図 山鼻霧葉図 牧田 文僊 
松尾春望図 大仏秋叢図 中川 弥三郎 
嵐嶠驟雨図 紫雲雪霽図 青山 長祐 
長岡春祠図 深草秋梵図 廣田 金兵衛 
平野夜桜図 赤山散楓図 木下 熈 
修学仙宮図 城南神祠図 田中 作兵衛 
今宮古祠図 指月䔥寺図 細田 信道 
伏見観月図 倭橋賞雪図 波多野 愛之助 
梅溪遠眺図 木嶋幽邃図 船越 喜八 
井堤棣棠図 小倉山荘図 齋藤 弥七 
眼橋春雨図 槇尾秋鹿図 祖父江※ 
菩薩池採蓴図 木津川薪舟図 林 新助 
鳩嶺春靄図 雲林秋虹図 石原 吸和 
鷺森新翠図 梅宮積雪図 野崎 松雲 
鞍馬彎月図 清涼雪眺図 小関 幾太郎 
仙洞清望図 南禅過雨図 田邊 朔郎 
音羽晴嵐図 広沢秋月図 吉井 勝之助 
太秦春趣図 桂川斜照図 岩佐 光豊 
高雄緑樹図 華頂雪霽図 村井 周造 
澱江夏月図 比叡雪望図 竹村 藤兵衛 
粟生春寂図 林邱秋色図 万福寺 㳒★ 
藤祠杜宇図 妙心松雪図 船橋 繁之助 
南鴨神叢図 滋賀嶽雪図 吉田 文保 
池谷右堂図 金閣雪暁図 河合 松治郎 
幸橋聴雨図 泉苑観雪図 谷口 □み 
巨泖観蓮図 笠山棹雪図 飯田 新七 
鴨磧夏夜図 栂尾秋錦図 渡邊 樵華 
山崎渡雨図 野宮秋霄図 三井 高朗 
北鴨新月図 真如淡楓図 安田 嘉七 
月輪光桜図 地蔵溪楓図 高井 勘兵衛 
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※祖父江重兵衛か。 
          ★ 已＋耑 
 
表 2 
名簿掲載題名 材質 技法 形態（員数） 名簿掲載会員名 
№ 粉本題名 法量（縦） 法量（横） 表書 裏書 
     
桂宮夏暁図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 畑 道名 
【1】桂離宮図 106.5  45.3  落款印 明治廿四年九月十五日 平安百
景之壱 桂離宮図 玉樓写 
双林冬晩図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 畑 道名 
【2】洛東双林寺 
西行庵ノ図 
106.9  43.3   平安百景ノ内 玉溪模写 洛東
双林寺西行庵ノ図 
禁苑早梅図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 下村 正太郎 
【3】禁苑寿景ノ図 106.9  43.0  大 落款(壺印)[方印] 平安百景ノ内 玉溪模写 禁苑
寿景ノ図 (朱文円印)望月 
大沢晩楓図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 下村 正太郎 
【4】大澤秋景図 107.6  42.0   平安百景ノ内 玉溪模写 大澤
秋景図 
屏風巌初夏図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 高山 捨吉 
【5】屏風岩 79.6  42.5   百景内 屏風岩 明治廿四年九
月十一日 玉欄摸写 
牛尾山中秋図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 高山 捨吉 
【6】牛尾山秋月景 ※ 141.5  45.1  牛尾山図 玉溪 朱
文円印(□□) 
牛尾山秋月景 
御室春桜図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 冨田 半兵衛 
【7】仁和寺春桜 107.8  42.5  落款 明治二拾四季十弌月模写 玉楼 
仁和寺春桜 百幅之弌 
菟道秋葉図    冨田 半兵衛 
粉本なし     
堰川初秋図 霊山寒嵐図 藤田 松之助 
祇園盛桜図 詩仙幽居図 
杉浦 利貞 
六孫夏雨図 銀閣玉色図 
獅谷雨霽図 猿橋雪罷図 小嶋 文右衛門 
香宮暁花図 三宅秋社図 牧野 元良 
嵐峡撒綱図 高磧寒流図 岩佐 氏英 
若王夏瀑図 保津溪雪図 田中 善右衛門 
御陰神幸図 通天橋雪図 上河 源右衛門 
稲荷秋興図 楊谷春色図 猪子 止戈之助 
糺森夜月図 如意峰月図 勝田 義亮 
神楽春梅図 東寺晩蓮図 大沢 敬之 
天龍春晴図 貴船霜楓図 八代 規 
高台寺晩春図 永観堂紅楓図 兒島 定七 
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松ヶ崎池図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 野橋 作兵衛 
【8】松ヶ崎之真景 105.7  44.0   一号 廿二年九月三日 百景之
内 玉壺模写 松ヶ崎之真景 
平等院図    野橋 作兵衛 
粉本なし     
船岡挿秧図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 多田 郁夫 
【9】舟岡山建勲神社 
※ 
127.2  43.2  朱文印：甲 舟岡山建勲神社 舟岡 
鴨川暁霧図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 多田 郁夫 
【10】加茂川之朝霧図 
※ 
106.2  44.5   加茂川之朝霧図 玉潭模 
石峰石仏図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 矢野 長兵衛 
【11】石峰石仏図 107.5  45.0  玉泉 遊戯神通 胡
粉 
明治二拾四季拾弌月臨模 玉樓 
石峰石佛 百景之弌 
鷹領岩門図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 矢野 長兵衛 
【12】鷹峰之図 109.4 39.5  百幅之内鷹峰之図 玉欄 百景
之内 鷹峯之図 明治二十四年
十一月廿二日 藤井玉欄 
聖廟香雪図    牧田 文僊 
粉本なし     
山鼻霧葉図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 牧田 文僊 
【13】山鼻晩楓 108.2  42.8  玉泉 明治二拾四季第拾貳月模写 山
鼻晩楓 百景之一 玉楼 
松尾春望図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 中川 弥三郎 
【14】松之尾神社 ※ 104.4  44.8   明治廿三年七月四日 松之尾神
社 資清舘収蔵 玉潭模 
大仏秋叢図    中川 弥三郎 
粉本なし     
嵐嶠驟雨図    青山 長祐 
粉本なし     
紫雲雪霽図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 青山 長祐 
【15】紫雲霽雪 108.1  44.0  玉泉 明治廿四年拾壱月臨模 玉楼 
紫雲霽雪 百景之壱 
長岡春祠図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 廣田 金兵衛 
【16】長岡天神図 106.3  44.8   明治廿三年九月十七日模写 平
安百景一第 号 長岡天神図 
加藤模写 資清舘藏 
深草秋梵図    廣田 金兵衛 
粉本なし     
平野夜桜図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 木下 熈 
【17】平野夜桜 107.7  42.9  玉泉 明治二十四年拾弌月模写玉樓 
平野夜櫻 百景之一 
赤山散楓図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 木下 熈 
【18】赤山紅葉図 107.6 42.4  百景会百幅内 赤山紅葉 明治
廿四年十一月廿四日 玉欄写 
修学仙宮図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 田中 作兵衛 
【19】洛北修学院ノ図 105.1  45.0   明治廿有三年五月 第 号 平
安百景ノ内 洛北修学院ノ図 
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加藤一郎模写 資清舘藏本 
城南神祠図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 田中 作兵衛 
【20】城南神祠 107.1  42.5   百景百幅之内 城南神祠（朱文円
印）望月 明治廿四年十二月三日 
玉欄 
今宮古祠図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 細田 信道 
【21】今宮春景之図 
※ 
107.2  44.0  今宮社 玉溪模写 今宮春景之図 
指月䔥寺図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 細田 信道 
【22】洛東指月山 ※ 105.7  44.9  朱文印 乙丙 洛東指月山 玉英模写 
伏見観月図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 波多野 愛之助 
【23】洛南伏見観月橋
之図 
104.8  45.3  落款 明治廿有三年八月三日 第 号 
百景ノ内 洛南伏見 歡月橋之
図 玉溪模写 資清舘藏本 
倭橋賞雪図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 波多野 愛之助 
【24】洛東大和橋之景 106.8  45.0   明治廿三年九月十六日 平安百
景之一 第 号 洛東大和橋之
景 玉潤暎 資清舘藏本 
梅溪遠眺図  和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 船越 喜八 
【25】楳溪遠望図 106.4  44.0   百景内 梅溪の図 玉欄写 百
景の内 楳溪遠望図 明治廿四
年十一月二十日 玉欄模写 
木嶋幽邃図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 船越 喜八 
【26】木嶋幽邃 107.4  47.2  玉泉 明治二十四年拾壱月模写玉楼 
木嶋幽邃 百景之一 
井堤棣棠図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 齋藤 弥七 
【27】井堤山吹山之図 107.7  42.5   第二号 資清舘藏本［朱文方印］
資清舘藏本 平安百景之一 井
堤山吹山之図 玉壺模 明治廿
二年九月六日 
小倉山荘図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 齋藤 弥七 
【28】小倉山二尊院 
雨時亭 ※ 
127.8  45.0  小倉山二尊院 十五
日小倉山 二尊院 
玉壺作 
二尊院雨時亭 
眼橋春雨図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 祖父江  
【29】西大谷眼鏡橋景
※ 
125.4  42.3   西大谷眼鏡橋景 
槇尾秋鹿図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 祖父江  
【30】槇尾之秋面図 80.8  43.2   百景の内 槇尾之図 玉欄模写 
百景ノ内 槇尾之秋面図 
菩薩池採蓴図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 林 新助 
【31】御菩薩之池図 
※ 
107.3  45.2   御菩薩之池図 也淮模写 
木津川薪舟図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 林 新助 
【32】木津橋之図 106.2  44.7   廿三年一月 第七号 百景之内 
木津橋之図 玉溪模写 資清舘
藏 [朱文方印]資清舘藏本 
鳩嶺春靄図    石原 吸和 
粉本なし     
雲林秋虹図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 石原 吸和 
【33】紫野雲林院図※ 98.0  47.4   紫野雲林院図 
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鷺森新翠図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 野崎 松雲 
【34】鷺森之図 107.3  44.9   明治二十三年二月八日 第 号 
資清舘藏 百景之内 藤井玉欄
模写 鷺森之図 
梅宮積雪図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 野崎 松雲 
【35】落西梅宮真景 105.7  44.3   明治廿四年九月 平安百景之一 
落西梅宮真景 玉溪模写 
鞍馬彎月図 和紙／墨 墨描 まくり（1 枚） 小関 幾太郎 
【36】鞍馬山晩景 ※ 127.2  43.8  落款 鞍馬山晩景 奥溪 
清涼雪眺図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 小関 幾太郎 
【37】洛西迦堂図 105.6  44.3  朱文印 乙 
名印 
明治廿有三年四月 第 号 平
安百景ノ内 洛西迦堂図 玉溪
模写 資清舘藏本 
仙洞清望図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 田邊 朔郎 
【38】仙洞清望図 106.0  44.5   先生百景百幅之内 仙洞清望図 
明治廿四年十月十六日 玉欄写 
百景内 仙洞清望 廿四年十月
十六日 玉欄写 
南禅過雨日 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 田邊 朔郎 
【39】南禅過雨図 106.3  44.4  玉泉 明治二十四念拾一月臨模 玉楼 
南禪過雨日 百景之一 
音羽晴嵐図    吉井 勝之助 
粉本なし     
広沢秋月図 和紙／墨 墨描 まくり（1 枚） 吉井 勝之助 
【40】広沢池 ※ 125.6  52.0   廣沢 
太秦春趣図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 岩佐 光豊 
【41】太秦之真景 106.2  45.6  落款 明治廿三年七月 第 号 百景
ノ内 太秦之真景 玉溪模写 
資清舘藏本 
桂川斜照図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 岩佐 光豊 
【42】桂川之夕景 108.0  44.5   資清舘藏本［朱文方印］資清舘藏
本 甲 百景之一第一号 桂川
之夕景 廿二年十月内山玉壺模 
高雄緑樹図    村井 周造 
粉本なし     
華頂雪霽図    村井 周造 
粉本なし     
澱江夏月図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 竹村 藤兵衛 
【43】淀川夜景ノ図 108.0  44.2  落款 平安百景之内 玉溪模写 淀川
夜景ノ図 
比叡雪望図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 竹村 藤兵衛 
【44】叡山雪景 109.2  43.8   甲 百景三之一第五号 資清舘
藏本 廿三年十月 叡山雪景 
内山玉壺模写 [朱文方印]資清
舘藏本 
粟生春寂図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 万福寺 㳒★ 
【45】粟生光明寺暮春 107.7  42.8  勅浄土根元 明治二拾四年拾壱月模写 玉楼 
粟生光明寺暮春 百幅之壹 
林邱秋色図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 万福寺 㳒★ 
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【46】林邱秋辺図 106.4 44.2  百景会百幅之一林邱秋辺図 明
治二十四年十一月上旬之写 
藤祠杜宇図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 船橋 繁之助 
【47】藤森杜宇 107.5  42.9  玉泉画 明治二拾四季拾貳月臨模玉樓 
藤森杜宇 百景之弌 
妙心松雪図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 船橋 繁之助 
【48】妙心寺雪江ノ松
図 
80.3  45.5   平安百景ノ内 玉溪模写 妙心
寺雪江ノ松図 
南鴨神叢図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 吉田 文保 
【49】南加茂明神神社 107.4 42.0  明治廿四年十二月四日 玉欄写 
南加茂明神神社 百景百幅内 
滋賀嶽雪図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 吉田 文保 
【50】滋賀峠ヨリ京都
市中ヲ望ム 
108.9  42.5  落款 平安百景之図 玉溪模写 滋賀
峠ヨリ京都市中ヲ望ム 
池谷右堂図    河合 松治郎 
粉本なし     
金閣雪暁図    河合 松治郎 
粉本なし     
幸橋聴雨図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 谷口 □み 
【51】幸橋雨中之図 107.4  38.3   百景百幅能内 幸橋雨中之図 
明治廿四年十一月廿八日写 玉
欄 
泉苑観雪図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 谷口 □み 
【52】神苑観雪 107.5  42.9   明治二拾四季 拾壱月模写 玉
樓 神苑歡雪 百景之壱 
巨泖観蓮図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 飯田 新七 
【53】小倉渡舟ノ図 107.4  42.5   平安百景之内 玉溪模写 小倉
渡舟ノ図 
笠山棹雪図    飯田 新七 
粉本なし     
鴨磧夏夜図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 渡邊 樵華 
【54】鴨磧納涼之図 107.8  42.5  落款 平安百景之内 玉溪模写 鴨磧
納涼之図 
栂尾秋錦図    渡邊 樵華 
粉本なし     
山崎渡雨図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 三井 高朗 
【55】洛南山崎橋本ノ
渡シ寳寺遠望ノ図 
105.7  45.0   明治廿三年八月三日 第 号 
百景之内 洛南山崎 橋本ノ渡
シ寳寺遠望ノ図 玉溪模写 資
清舘藏本 
野宮秋霄図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 三井 高朗 
【56】洛西野々宮之図 106.9  44.4  名印 明治廿二年九月六日模写 第参
号 平安百景三一 洛西野々宮
之図 玉溪模写 資清舘藏 
[朱文方印]資清舘藏本 
北鴨新月図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 安田 嘉七 
【57】上加茂神祠之図 105.9  43.5  落款印 朱文印：乙 平安百景之一 玉溪模写 上加
茂神祠之図 
真如淡楓図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 安田 嘉七 
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【58】真如堂 ※ 127.5  41.5  落款 真如堂 
月輪光桜図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 高井 勘兵衛 
【59】月輪寺春景 ※ 117.0  49.2  
 
月輪寺春景 九条関白兼実云墓
所 拝殿也 雑林 ヒハタ 観
音堂也 楓 社 □□□ 
地蔵溪楓図    高井 勘兵衛 
粉本なし     
堰川初秋図    藤田 松之助 
粉本なし     
霊山寒嵐図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 藤田 松之助 
【60】霊山招魂ノ図 
※ 
136.3  47.3   明治廿四年九月卅日 玉山模写 
霊山招魂ノ図 
祇園盛桜図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 杉浦 利貞 
【61】祇園神社之図 
※ 
107.9  44.3   百景内 祇園神社之図 玉欄写 
百景内 祇園之神社図 明治廿
四年十九日 玉欄模写 
詩仙幽居図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 杉浦 利貞 
【62】詩仙堂ノ夜景ノ
図※ 
107.4  42.8   平安百景ノ内 玉溪模写 詩仙
堂ノ夜景ノ図 
六孫夏雨図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 杉浦 利貞 
【63】六孫王夏ノ雨 108.7  45.6  玉泉写 玉泉画印(朱
書) 
明治廿四年十一月廿二日 六孫
王夏ノ雨 百景内 藤井関沽写 
銀閣玉色図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 杉浦 利貞 
【64】銀閣寺之図 106.0  45.0   平安百景之一 銀閣寺之図 竹
聲模 
獅谷雨霽図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 小嶋 文右衛門 
【65】洛東獅々ヶ谷図 
※ 
107.4  44.9  朱文印 甲 
志々ヶ谷御菴室 
明治廿四年九月廿日 洛東獅々
ヶ谷図 玉溪模写 
猿橋雪罷図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 小嶋 文右衛門 
【66】愛宕山渡猿橋之
図 
107.5  45.1  朱文印 甲 落款 平安百景之内 玉圓模写 愛宕
山渡猿橋之図 
香宮暁花図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 牧野 元良 
【67】御香宮之図 106.7  43.5   平安百景之壹 御香宮之図 朱
文印：甲 玉楼写 
三宅秋社図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 牧野 元良 
【68】三宅八幡之図 107.7  41.8  落款 百景図之内 三宅八幡之図 玉
溪模写 
嵐峡撒綱図    岩佐 氏英 
粉本なし     
高磧寒流図    岩佐 氏英 
粉本なし     
若王夏瀑図    田中 善右衛門 
粉本なし     
保津溪雪図 和紙／墨 墨描 まくり（1 枚） 田中 善右衛門 
【69】保津川雪景清瀧
川 落合図 ※ 
108.6  45.4   保津川雪景 清瀧川落合図 
御陰神幸図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 上河 源右衛門 
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【70】御陰之図 106.5  45.3   明治二十三年八月五日 百景之
内 御陰之図 藤井玉欄模写 
通天橋雪図 和紙／墨 墨描 まくり（1 枚） 上河 源右衛門 
【71】通天橋暮雪図 
※ 
126.2  44.5   通天橋暮雪図 
稲荷秋興図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 猪子 止戈之助 
【72】稲荷神社之図 108.7  42.0   百景百幅内 稲荷神社之図 明
治廿四年十二月二日 玉欄 
楊谷春色図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 猪子 止戈之助 
【73】柳谷観音 107.0  43.7   資清舘藏本 甲部 廿三年六月
十日写玉遠 百景之内柳谷觀音 
糺森夜月図    勝田 義亮 
粉本なし     
如意峰月図    勝田 義亮 
粉本なし     
神楽春梅図    大沢 敬之 
粉本なし     
東寺晩蓮図 和紙／墨 墨描 まくり（1 枚） 大沢 敬之 
【74】東寺蓮池※ 104.0  42.2   東寺蓮池 
天龍春晴図    八代 規 
粉本なし     
貴船霜楓図    八代 規 
粉本なし     
高台寺晩春図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 兒島 定七 
【75】高台寺ノ春雨図 107.5  42.9  落款 平安百景ノ内 高台寺ノ春雨図 
永観堂紅楓図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚） 兒島 定七 
【76】永観堂楓興図 
※ 
106.8  42.7   永觀堂楓興図 玉琹摸 
※「平安百景図」を示す裏書きがないもの 
 
表 3 
粉本題名 材質 技法 形態（員数）  
法量（縦） 法量（横） 表書 裏書 
     
【77】熊野社 
大文字山 
和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚）  
105.9  44.6   明治廿三年九月十六日 平安百
景之一 熊野社 大文字山 玉
琴摸 
【78】法輪寺之図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚）  
78.4  46.8   廿二年十一月 甲 百景ノ内第
六号 玉溪摸写 法輪寺之図 
資清舘藏 ［朱文方印］資清舘藏
本 
【79】櫟谷之図 和紙／顔料・墨 膠彩、墨描 まくり（1 枚）  
116.7  42.5   百景之内 櫟谷之図 
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【69】 【71】 
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【74】 【76】 
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【77】 【79】 
  
【78】  
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【注】 
          
1 島田康寛「望月玉泉の「平安百景図」について」『視覚の現場―四季の綻び』第 7 号 醍醐書房 平
成 22 年（2010）11 月 30 日 
2 植田彩芳子「望月玉泉「平安百景図」考 ～京都百景の試みの一例として～」『日本画 こころの
京都』京都府 平成 25 年（2013）2 月 
3 「平安百景会再報（続）」『絵画叢誌』第 11 号 東陽堂 明治 21 年（1888） 
4 黒田譲「望月玉泉氏」『名家歴訪録』上編 自費出版 明治 32 年（1899） 
5 百景精撰之図 
禁苑曉景、大澤晩景、石峯羅漢山、鷹嶺石門、清水寺遠眺、廣澤秋祠、藤森神景、妙心寺夕陽、
天龍寺雪景、貴船神祠夏景、花之寺春景、泉涌寺雪景、月輪寺春景、通天橋紅楓、青蓮院雨景、
野々宮寒景、東山遠眺、北山勝区、紫野幽景、霊山晩景、清閑寺新翠、小倉山秋楓、梅宮春曉、
竹田安楽壽院、銀閣寺雪景、松尾神祠、稲荷山春景、楊谷寺冬景、巨椋湖夏景、龍安寺冬景、
日吉神祠、金閣寺全景、船岡山梅景、笠取山楓葉、鳩蜂神祠、南禅寺幽景、愛宕山積雪、鹿谷
新翠、赤山神祠春景、太秦秋景、東寺夏曉、神楽岡神祠、飛雲閤苑景、北鴨神祠、真如堂時雨、
粟田神明山、滋賀越春景、南鴨神祠、澱江夏雨、比叡山雪曉、修学院離宮、城南離宮祠、伏見
観月橋景、保津川全景、鞍馬山春景、深草晩秋、岩倉山幽趣、水無宮紅葉、桃山春望、嵐橋秋
景、北野神祠春曉、大仏秋暮、四條磧、島原夜景、祇園神祠、御室春暮、今宮春景、華頂山秋
景、醍醐山春景、高台寺秋景、東大谷曉景、大原野神祠、黄檗山晴景、槇尾山時雨、宇治勝景、
高雄山全景、山崎晴嵐、松崎全景、双丘晴景、六孫王社秋景、山科義士古跡、詩仙堂秋月、桂
離宮、新熊野全景、長岡菅神祠、永観堂夏景、木之島神祠、寂光院冬景、若王子夏景、清瀧川
寒望、山鼻晴景、平野夜景、大原野全景、栂尾山全景、御蔭神祠、糺森夏景、鴨川朝霧、桂川
夕照、御幸橋雨霽、円山全景 
(以下予備) 白川越春景、西八條尼寺夏景、六波羅蜜寺、壬生全景、月読神祠夏景、御香宮全
景、三條橋夏雨、法輪寺月景、善峯寺春景、聖護院急雨、安樂寺春景、三鈷寺雪景、鷺森雪景、
池ノ谷遠望、粟生光明寺、定家時雨亭、天王寺、大徳寺牛寂、林丘寺夏景、妙勝寺晴景、常照
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